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明治の思想家､岡倉天心(1863-去‡3年､茶名品三)の｢五滞時
代｣に挙霊∃土山｢岡華K心没響石崖で記念展　天心の患い轡たもの-揺かしの璽穴｣が､聖二芋坂町の県近代柔術墾轟かれている｡天心の義商を受け､時代を讐八た絵画の創造をm準U､茶県主浦で研さんを積んだ横山大観ら弟子4人の作品を展示｡彼らが挑んだ表現の象徴｢ばかし｣を切り口に､天心が思い描いた美術を再考する｡大観､下村観山､菱田春

草､木村武山の4人は五滑に移る前から､東京美術学校や日本美術院で天心の導きにより､新時代の絵画を探求していた｡大観､章早が中心となって試みたのが色彩とグラデーションによる新表現｡日本絵画の伝統とされてきた線描を用いずに､輪郭線のない色面を連続させ､色彩のにじみとぼかしによって構成させる手法だった｡
だが､大親らの試みは日

本画とも西洋画ともつかな

bうろう

い｢腰腫体｣と酷評を受けた｡天心はユ906(明治

ga)年､経営が行き詰まった目茶美術院の絵画部を五滴に移転し､大親らと再起を図る｡隔絶された地で厳しい研さんを積み､｢腰瀧体｣は洗練､空気や距離感を見事に準えた色面表現へと進化を遂げた｡
茶屋は県の｢震災復興祈

念1天心｡波山記念事業｣の最後を飾る企画展｡2部構成となっている｡
第ュ部は､同館および各

美術館の所蔵品から大観ら4人の作品を紹介o巨匠と呼ばれる以前の若い時代を軸に､天心没後までの展開を振り返る｡

同館の井野功一学芸員は
｢天心が訴えたのは､日本の伝統だけでなく､西洋の模倣でもなく､両者の折衷でもない｡それらを超越する､時代に即した絵画の創出だった｡厳しい時代の4人の作品を通して､天心が思い描いた美術を感じてほしい｣と話す｡

展示されているのは大観

あ

｢流燈十や｢或る日の太平洋｣､観山｢大原之露JH告.つ
慧｢落葉｣､武山｢阿房

劫火｣など47点o
大観の｢或る日の太平

洋｣,は､老巨匠となった朗歳の作品｡富士は画面上方

に配され'その下には荒れ狂う太平洋の準山風と稲妻が交じる｡その中に軍書込
rまれた竜は二岩琴害ノ､守こ

どる神秘的な専任撃ぜ撃し出している｡

萱早の｢落葉｣は､病の

た塑正博を離れて東京,代々木で療養していた時に､近くの雑木林を描いたもの｡画家として行動を共にしていた大観と初めて距離を置き､工人で身近な自然に接した経験が臨場感を際

立たせている｡

第C嘉は'天心の思想を
受',Lr赴く二薫代(:.荏璽‥葛の誓苦慮㌍再興LTTl墓穴

1塑抗異に設けられL)｢天心
託宣次城賞｣の近年の受賞作晶を一望に革め､｢ぼかし｣をキーワードに､新旧作家の対照を見ることができるo

会期は3月2 1日まで｡問
い合わせは同館雷029(243)51110

(沢畑準一)

菱田香華｢落葉｣ (石筆) -1909年､福井県立美術館蔵
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横山大観｢或るD]の太平洋｣-1952年､

璽買撃止近代柔術藷蔵


